
吉田さん

雷
害
防
止
技
術
有
力
企
業
の
製
品
・
技
術
〈
順
不
同
〉

昭
電

音
羽
電
機
工
業

七
星
科
学
研
究
所
七
星
科
学
開
発
セ
ン
タ
ー

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

サ
ン
コ
ー
シ
ヤ

　
雷
害
対
策
の
総
合
メ
ー
カ

ー
の
サ
ン
コ
ー
シ
ヤ
は
誘
導

雷
波
形

Ｊ
Ｉ
Ｓ
ク
ラ
ス

に
対
応
し
た
電
源
用
の

高
機
能
雷
防
護
デ
バ
イ
ス

「
ス
マ
ー
ト
Ｓ
Ｐ
Ｄ
」
を
発

売
し
た
。

　
常
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
を
健
全
な
状

態
に
保
ち
、
見
せ
か
け
で
は

な
い
雷
防
護
を
実
現
す
べ

く
、
「
ス
マ
ー
ト
Ｓ
Ｐ
Ｄ
」

は
雷
サ
ー
ジ
電
流
計
測
値
か

ら
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
交
換
推
奨
時
期

を
知
ら
せ
る
新
技
術
を
搭

載
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
サ
ー
ジ
を
処

理
す
る
こ
と
で
徐
々
に
劣
化

し
て
い
く
が
、
従
来
の
劣
化

故
障

表
示
で
は
、
Ｓ
Ｐ

Ｄ
の
保
護
機
能
が
失
わ
れ
た

こ
と
を
知
り
、
初
め
て
交
換

を
す
る
場
合
が
多
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
劣
化
表
示
さ

れ
、
交
換
す
る
ま
で
の
間
は

当
然
保
護
性
能
を
失
っ
て
い

る
た
め
、
雷
害
対
策
を
し
て

い
な
い
危
険
な
状
態
。
保
護

対
象
機
器
が
無
防
備
に
危
険

に
さ
ら
さ
れ
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
観

点
か
ら
も
問
題
と
な
っ
て
い

た
。
「
ス
マ
ー
ト
Ｓ
Ｐ
Ｄ
」

で
は
、
故
障
前
に
ア
ラ
ー
ム

を
表
示
す
る
こ
と
で
、
効
率

的
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
設
備
の

安
全
確
保
を
同
時
備
え
る
。

　
今
後
は
、
通
信
用
お
よ
び

電
源
用
ク
ラ
ス

対
応
な
ど

「
ス
マ
ー
ト
Ｓ
Ｐ
Ｄ
シ
リ
ー

ズ
」
と
し
て
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

の
拡
充
を
進
め
る
予
定
。

　
雷
対
策
専
門
メ
ー
カ
ー
の

音
羽
電
機
工
業
は
、
近
年
注

目
さ
れ
て
い
る
太
陽
光
発
電

Ｐ
Ｖ

シ
ス
テ
ム
の
雷
対

策
を
提
案
す
る
。
Ｐ
Ｖ
設
備

は
周
囲
に
高
い
樹
木
が
な
い

屋
外
の
広
い
敷
地
や
、
建
物

屋
上
に
設
置
さ
れ
、
直
撃
雷

を
受
け
る
可
能
性
が
高
い
。

付
近
で
落
雷
が
あ
る
と
誘
導

雷
の
影
響
を
受
け
や
す
い
。

　
Ｐ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
専
用
電
源

用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
、
日
本
工
業
規

格

Ｊ
Ｉ
Ｓ

に
適
合
し
Ｐ

Ｖ
系
統
電
圧
直
流

Ｄ
Ｃ

６
６
０

に
対
応
し
た
直
撃

雷
用
ク
ラ
ス

・

Ｓ
Ｐ

Ｄ
、
Ｄ
Ｃ
６
６
０

／
Ｄ
Ｃ

７
５
０

対
応
の
誘
導
雷
用

ク
ラ
ス

・

Ｓ
Ｐ
Ｄ
を
取

り
そ
ろ
え
る
。

　
Ｓ
Ｐ
Ｄ
内
部
の
避
雷
素
子

は
、
同
社
独
自
の
技
術
開
発

・
製
造
に
よ
る
酸
化
亜
鉛
素

子
を
使
用
し
た
国
産
品
で
、

応
答
性
に
優
れ
、
瞬
時
に
続

流
を
遮
断
。
太
陽
光
で
発
電

さ
れ
た
Ｄ
Ｃ
電
源
の
雷
サ
ー

ジ
対
策
に
酸
化
亜
鉛
素
子
が

高
い
効
果
を
発
揮
す
る
。
Ｓ

Ｐ
Ｄ
劣
化
時
に
は
自
動
的
に

回
路
か
ら
切
り
離
す
、
切
り

離
し
装
置
や
遠
隔
監
視
が
可

能
な
劣
化
接
点

ｃ
接
点

出
力
端
子
付
き
で
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
性
に
優
れ
て
い
る
。

今
後
と
も
雷
対
策
を
提
案
し

社
会
に
安
全
、
安
心
な

免

雷
の
時
代
を
築
い
て
い
く
。

　
七
星
科
学
研
究
所
の
七
星

科
学
開
発
セ
ン
タ
ー
は
、
制

御
・
映
像
・
音
声
信
号
の
光

フ
ァ
イ
バ
ー
用
通
信
機
器

「
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
コ
ン
バ
ー

タ
ー
」
を
開
発
・
製
造
・
販

売
す
る
。
も
と
も
と
、
長
距

離
通
信
や
多
重
化
信
号
通
信

技
術
を
得
意
と
し
て
関
連
製

品
を
展
開
。
光
フ
ァ
イ
バ
ー

を
用
い
て
最
大

ま
で

通
信
可
能
な
長
距
離
化
対
策

製
品
ま
で
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
、

電
力
施
設
・
大
規
模
工
場
な

ど
高
信
頼
性
が
強
く
求
め
ら

れ
る
分
野
の
遠
隔
制
御
シ
ス

テ
ム
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
近
年
は
長
距
離
化
だ
け
で

な
く
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
頻
発
に

伴
う
落
雷
対
策
と
し
て
の
採

用
が
増
加
。
さ
ら
に
、
短
距

離
機
器
間
通
信
ラ
イ
ン
に
も

多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
は
一
口
に

い
う
と
「
ガ
ラ
ス
の
糸
」
な

の
で
、
基
本
的
に
光
は
通
す

が
電
気
は
通
さ
な
い
。
こ
の

た
め
施
設
の
一
部
が
避
雷
し

て
も
被
害
は
限
定
的
に
な
り

シ
ス
テ
ム
全
体
を
そ
の
被
害

か
ら
守
り
、
施
設
機
能
の
復

旧
も
非
常
に
早
く
な
る
。

　
電
線

メ
タ
ル
線

シ
ス

テ
ム
よ
り
高
価
と
言
わ
れ
る

光
通
信
シ
ス
テ
ム
で
は
あ
る

が
、
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
処

理
費
用
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
を
考
え
る
と
、
全
体
で
は

安
く
済
む
と
考
え
ら
れ
る
。

　
昭
電
は
「
情
報
化
社
会
に

安
全
と
信
頼
を
提
供
す
る
」

企
業
と
し
て
、
雷
害
対
策
・

地
震
対
策
な
ど
を
中
心
と
し

た
総
合
安
全
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供

し
て
い
る
。

　
今
春
は
各
地
で
落
雷
が
多

発
し
、
人
命
や
社
会
イ
ン
フ

ラ
へ
の
被
害
も
甚
大
と
な
っ

て
い
る
。
特
に
「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買

取
制
度
」
ス
タ
ー
ト
に
よ
り

注
目
さ
れ
て
い
る
太
陽
光
発

電

Ｐ
Ｖ

シ
ス
テ
ム
へ
の

雷
害
は
深
刻
で
あ
る
。

　
同
社
で
は
施
設
建
物
や
Ｐ

Ｖ
ア
レ
イ
に
直
接
落
雷
し
な

い
よ
う
な
「
外
部
雷
保
護
シ

ス
テ
ム
」
の
提
案
や
、
落
雷

時
に
電
位
差
が
発
生
し
に
く

い
「
接
地
シ
ス
テ
ム
」
の
提

案
の
他
、
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ー
、
計
測
装
置
、
表

示
装
置
な
ど
の
雷
害
対
策
と

し
て
「
電
源
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
」

「
通
信
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
」
を
用
い

た
対
策
を
提
案
し
て
い
る
。

　
千
葉
市
に
あ
る
テ
ク
ノ
セ

ン
タ
ー
で
は
電
流
２
０
０

／
３
５
０

秒

を

発
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

世
界
最
新
鋭
の
雷
イ
ン
パ
ル

ス
電
流
発
生
装
置
を
導
入
。

こ
の
試
験
装
置
に
よ
り
、
直

撃
雷
を
想
定
し
た
各
種
Ｓ
Ｐ

Ｄ
や
雷
保
護
シ
ス
テ
ム
の
評

価
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
、
雷
害
対
策
を
ト
ー
タ

ル
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
の
雷
・
気
象
情
報
提
供
シ

ス
テ
ム
「
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
・

ス
コ
ー
プ
」
は
、
全
国
雷
観

測
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ｊ
Ｌ
Ｄ

Ｎ

で
観
測
さ
れ
た
高
精
度

の
落
雷
位
置
情
報
を
、
発
生

か
ら
約

秒
で
ユ
ー
ザ
ー
の

パ
ソ
コ
ン
に
表
示
す
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
が
可
能
で
、
画
面
上
に
工

場
周
辺
の
送
電
線
を
表
示
す

れ
ば
、
瞬
低
の
リ
ス
ク
が
発

生
し
た
段
階
で
生
産
ラ
イ
ン

の
稼
働
調
整
な
ど
が
で
き

る
。

　
工
場
に
多
く
の
導
入
実
績

を
持
ち
、
利
用
者
か
ら
は

「
作
業
中
断
が
減
少
し
、
大

幅
な
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が

っ
た
」
と
の
報
告
も
届
い
て

い
る
。
運
用
費
用
は

時
間

利
用
で
年
間
約
１
０
０
万

円
。

時
間
利
用
で
同
約

万
円
。

　
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
落
雷
位

置
に
「
降
水
ナ
ウ
キ
ャ
ス

ト
」
を
重
ね
あ
わ
せ
て
行
う

１
時
間
先
ま
で
の
雷
雲
の
移

動
予
測
や
、
独
自
の
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
を
使
用
し
た
２
日
先

ま
で
の
発
雷
確
率
予
報
な
ど

の
機
能
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。

　
来
春
に
シ
ス
テ
ム
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
予
定
。
現
在
、
新

コ
ン
テ
ン
ツ
「
雷
短
時
間
予

測
情
報

仮
称

」
の
開
発

を
進
め
て
い
る
。

具現化へ実験住宅ＬＩＸＩＬ

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
増
や
さ
ず
に
快
適
さ
を
追
求

―
。
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
使
用
を
減

ら
し
て
も
快
適
さ
を
保
て
る
住
宅
設
備
や
建
材
の
開
発

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
見
え
る

化
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
工
夫
だ
け
で
な
く
、
「
風
」
「
太

陽
」
「
熱
」
と
い
っ
た
自
然
の
力
を
有
効
活
用
す
る
の

が
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
実
証
実
験
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
機
械
の
性
能
だ
け
に
頼
ら
ず
ソ
フ
ト
面
の
工
夫
を

通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
引
き
出
す
こ
と
に
よ
り
、

環
境
負
荷
の
低
減
に
つ
な
げ
る
新
た
な
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ

ス
の
実
現
が
期
待
さ
れ
る
。

古
谷
一
樹

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
の
実
証
実
験
施

設
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ａ
ハ
ウ
ス
」

自然の力で室内快適に

環
境
部
材
の
機
能
引
き
出
す

エ
ネ
使
用
減
ら
す

　
夏
の
電
力
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
需
要
側
に
と
っ
て

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
い

か
に
減
ら
す
か
が
大
き
な
テ

ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
特
に

ビ
ル
や
住
宅
と
い
っ
た
民
生

部
門
は
、
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
全
体
の
約
３
分
の
１
を

占
め
て
お
り
、
対
策
が
急

務
。
た
だ
、
作
業
効
率
の
低

下
や
ス
ト
レ
ス
を
避
け
る
う

え
で
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
使
用

は
避
け
ら
れ
な
い
の
が
現
状

だ
。

　
こ
う
し
た
中
、
水
野
治
幸

Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
環
境
経
営
推
進
部

部
長
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
多

く
使
わ
な
く
て
も
自
然
の
恵

み
を
上
手
に
使
う
こ
と
で
快

適
さ
を
維
持
で
き
る
」
と
指

摘
す
る
。

東
大
生
研
と
検
証

　
機
器
類
の
使
用
状
況
の
見

え
る
化
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
制

御
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
に
着

目
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
建

物
に
使
用
さ
れ
る
部
材
の
断

熱
や
遮
熱
、
通
風
な
ど
の
機

能
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用

を
減
ら
し
な
が
ら
不
快
感
を

軽
減
で
き
る
と
の
考
え
だ
。

　
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
具
現

化
す
る
た
め
、
東
京
大
学
駒

場
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
設
置
し

た
の
が
実
験
住
宅
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ

Ｍ
Ａ

コ
マ

ハ
ウ
ス
」
。

２
０
２
０
年
に
広
く
普
及
す

る
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
を
目
標

に
、
東
京
大
学
生
産
技
術
研

究
所
な
ど
と
共
同
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
証

実
験
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
コ
マ
ハ
ウ
ス
で
は
、
気
密

や
断
熱
性
能
に
優
れ
た
構
造

体
に
、風
や
光
、熱
を
制
御
す

る
開
口
部
材
や
太
陽
光
発

電
、発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
Ｌ
Ｅ

Ｄ

と
い
っ
た
省
電
力
照
明

を
導
入
。
実
証
実
験
を
通
じ

て
新
し
い
環
境
部
材
の
効
果

を
検
証
し
て
い
る
。例
え
ば
、

住
宅
の
南
面
に
は
外
付
け
の

可
動
ル
ー
バ
ー
を
設
置
。採

光
、通
風
な
ど
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
効
果
的
に
利
用
し
な

が
ら
暑
さ
や
寒
さ
を
し
の
げ

る
方
法
を
探
っ
て
い
く
。

コ
マ
ハ
ウ
ス
活
用

　
さ
ら
に
、
５
月
に
始
め
た

サ
ー
ビ
ス
「
通
風
・
創
風
設

計
サ
ポ
ー
ト
」
で
も
コ
マ
ハ

ウ
ス
を
活
用
。
建
築
予
定
の

設
計
図
面
や
立
地
条
件
な
ど

の
情
報
を
基
に
、
夏
を
快
適

に
過
ご
す
た
め
の
最
適
な
窓

サ
イ
ズ
や
種
類
、
配
置
を
提

案
し
て
い
る
。

　
「
利
用
者
は
総
合
的
な
メ

リ
ッ
ト
を
求
め
て
い
る
。

エ
コ
一
点
張
り

で
は
な

い
」
と
水
野
部
長
。
こ
う
し

た
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
こ
と
は
、
住
宅
を
構
成
す

る
部
材
そ
れ
ぞ
れ
の
進
化
を

促
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
環
境
性
能
と
快

適
さ
を
両
立
さ
せ
た
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
つ
な
が

り
そ
う
だ
。

部
材
生
産
能
力
２
０
％
向
上
首
都
圏
需
要
好
調
で
茨
城
・
竜
ケ
崎
工
場

　
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
は
２
０
１
３
年
春
ま
で
に
関
東
の
主
力
工
場
で
あ
る

竜
ケ
崎
工
場

茨
城
県
龍
ケ
崎
市

の
生
産
能
力
を
約

％
引
き
上
げ

る
。
投
資
額
は
未
定
。
工
場
内
で
稼
働
率
が
低
い
ラ
イ
ン
で
設
備
導
入
な

ど
を
進
め
生
産
効
率
を
高
め
る
。
首
都
圏
で
集
合
住
宅
を
中
心
に
、
住
宅

部
材
の
需
要
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
対
応
。
供
給
エ
リ
ア
も
見
直
し
、
北

関
東
の
一
部
エ
リ
ア
へ
の
供
給
を
栃
木
二
宮
工
場

栃
木
県
真
岡
市

か

ら
に
変
更
し
首
都
圏
へ
の
供
給
体
制
を
強
固
に
す
る
。

大和ハウス

「
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
１
」
９
日
に
初
会
合

太陽光発電の取り組み報告低炭素社会の道標

１
年
４
カ
月
ぶ
り
１
３
０
円
台
ガ
ソ
リ
ン
１
３
週
連
続
安

建
物
使
い
な
が
ら
免
震
東
京
・
江
東
区
役
所
本
庁
舎
積
層
ゴ
ム
縮
め
て
固
定
竹
中
工
務
店

　
日
刊
工
業
新
聞
社
が
主
宰

す
る
環
境
問
題
の
研
究
会

「
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

」

茅
陽
一
座
長

東
京

大
学
名
誉
教
授

は
、
９
日

時
か
ら
東
京
・
一
ツ
橋
の

如
水
会
館
で
２
０
１
２
年
度

の
第
１
回
研
究
会
を
開
く
。

「
太
陽
光
発
電
の
普
及
は
、

低
炭
素
社
会
へ
の
マ
イ
ル
ス

ト
ー
ン
」
を
総
合
テ
ー
マ
に

設
定
し
、
経
済
産
業
省
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
村
上
敬
亮

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
課
長
が

「
太
陽
光
発
電
普
及
の
政
策

対
応
・
発
展
シ
ナ
リ
オ
」
に

つ
い
て
講
演
す
る
。

１
面
参
照

　
引
き
続
き
、
三
菱
電
機
の

朝
日
宣
雄
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
計
画
部
長
が
「
三
菱
電

機
が
取
り
組
む
太
陽
電
池
技

術

仮
題

」
、
東
京
電
力

技
術
部
の
岡
本
浩
ス
マ
ー
ト

グ
リ
ッ
ド
戦
略
グ
ル
ー
プ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
系
統
連
系
」

を
演
題
に
最
新
対
応
技
術
な

ど
を
報
告
す
る
。

　
そ
の
後
、
会
員
企
業
の
環

境
担
当
責
任
者
ら
と
意
見
交

換
す
る
。

▲住
宅
の
外
壁
パ

ネ
ル
の
製
造
工

程

　
竜
ケ
崎
工
場
は
東
京
、
神

奈
川
、千
葉
、茨
城
の
首
都
圏

向
け
に
外
壁
パ
ネ
ル
な
ど
の

住
宅
部
材
を
供
給
す
る
。一

戸
建
て
住
宅
、集
合
住
宅
用

で
面
積
換
算
で
６
対
４
の
割

合
で
生
産
し
て
い
る
と
い

う
。
こ
こ
２
―
３
年
で
集
合

住
宅
向
け
の
供

給
量
が
約
６
％

増
え
、
工
場
全

体
の
生
産
量
を

押
し
上
げ
て
い

る
。
こ
れ
に
対

応
す
る
た
め
４

月
ま
で
に
供
給

エ
リ
ア
を
見
直

し
、
茨
城
県
北

部
へ
の
供
給
を
隣
県
の
栃
木

二
宮
工
場
に
移
管
し
た
。

　
竜
ケ
崎
工
場
内
の
生
産
性

向
上
に
も
着
手
す
る
。
稼
働

率
が
低
い
順
に
６
ラ
イ
ン
を

選
び
、
設
備
の
導
入
を
通
じ

て
生
産
効
率
を
高
め
る
。
第

一
期
で
は
年
内
ま
で
に
外
壁

パ
ネ
ル
な
ど
に
取
り
付
け
る

面
材
の
加
工
ラ
イ
ン
な
ど
四

つ
の
ラ
イ
ン
を
改
善
す
る
。

残
り
の
建
具
な
ど
を
生
産
す

る
２
ラ
イ
ン
は
来
春
を
め
ど

に
着
手
す
る
。

　
現
在
、
２
０
１
１
年
度
か

ら
３
カ
年
の
第
三
次
中
期
経

営
計
画
の
２
年
目
に
入
っ
て

い
る
。
計
画
で
は
生
産
性
の

％
向
上
を
掲
げ
て
お
り
、

竜
ケ
崎
工
場
の
増
強
は
こ
の

一
環
と
な
る
。

　
み
ず
ほ
総
合
研
究
所
が
４

日
発
表
し
た
石
油
製
品
小
売

り
市
況
調
査
に
よ
る
と
、
２

日
時
点
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ

リ
ン
１

当
た
り
の
全
国
平

均
小
売
価
格
は
、
前
週
比
１

円

銭
下
が
っ
て
１
３
９
円

銭
と
な
っ
た
。

週
連
続

の
値
下
が
り
で
、
１
３
０
円

台
と
な
る
の
は
２
０
１
１
年

２
月

日
以
来
、
約
１
年
４

カ
月
ぶ
り
。

　
都
道
府
県
別
で
も
全
都
道

府
県
で
値
下
が
り
し
、
最
も

安
い
秋
田
県
は
１
３
４
円

銭
だ
っ
た
。

　
み
ず
ほ
総
研
で
は
欧
州
の

金
融
不
安
に
加
え
、
米
国
や

中
国
の
景
気
減
速
懸
念
で
指

標
と
な
る
原
油
価
格
の
下
落

基
調
は
当
面
、
続
く
と
見
て

い
る
。
た
だ
、
今
週
は
一
時

的
に
原
油
価
格
が
反
発
し
た

た
め
、
「
来
週
の
小
売
価
格

は
下
げ
幅
が
少
し
縮
ま
る
か

も
し
れ
な
い
」

研
究
開
発

部

と
分
析
し
て
い
る
。

　
竹
中
工
務
店
は
４
日
、
建

物
を
使
い
続
け
な
が
ら
柱
に

積
層
ゴ
ム
を
取
り
付
け
て
い

く
免
震
改
修
工
法
「
免
震
装

置
プ
レ
ロ
ー
ド
工
法
」
を
開

発
し
、
東
京
都
の
江
東
区
役

所
本
庁
舎
に
初
適
用
し
た
と

発
表
し
た
。
積
層
ゴ
ム
は
建

物
荷
重
を
受
け
る
と
縮
む
た

め
、
従
来
建
物
全
体
を
仮
受

け
し
て
一
斉
に
取
り
付
け
る

必
要
が
あ
っ
た
。
同
工
法
は

積
層
ゴ
ム
を
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ

で
縮
め
て
固
定
で
き
、
工
事

エ
リ
ア
を
限
定
し
て
供
用
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
な
が
ら
段

階
的
に
工
事
を
進
め
ら
れ

る
。

　
初
適
用
し
た
江
東
区
役
所

本
庁
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト

Ｒ
Ｃ

造
の
９
階
建
て

で
１
階
が
駐
車
場
。
１
階
部

分
を
６
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、

本
あ
る
柱
を
切
断
し
て
順

次
、
積
層
ゴ
ム
を
設
置
す

る
。
す
で
に

本
を
施
工
し

た
。
工
期
は
２
０
１
３
年
３

月
末
を
予
定
す
る
。

　
同
工
法
は
柱
の
周
囲
を
仮

受
け
し
て
柱
を
切
断
し
、
鋼

製
支
持
部
材
の
上
に
積
層
ゴ

ム
を
取
り
付
け
る
。
鋼
製
支

持
部
材
は
下
側
か
ら
油
圧
ジ

ャ
ッ
キ
で
持
ち
上
げ
ら
れ
る

構
造
で
、
積
層
ゴ
ム
を
建
物

荷
重
を
支
え
ら
れ
る
ま
で
加

圧
・
圧
縮
し
て
中
心
部
の
ネ

ジ
機
構
に
よ
り
固
定
。
鋼
製

支
持
部
材
に
は
建
築
構
造
用

鋼
材
を
使
用
。
油
圧
ジ
ャ
ッ

キ
を
外
し
て
周
囲
を
モ
ル
タ

ル
で
固
め
柱
に
仕
上
げ
る
。

ス
マ
ー
ト
化
対
応

省
エ
ネ
機
器
搭
載

積
水
化
学
が

鉄
骨
系
住
宅

　
積
水
化
学
工
業
は
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
機
能
を
高
め
た
鉄
骨

系
住
宅
「
Ｎ
ｅ
ｗ
パ
ル
フ
ェ

写
真
」
を
発
売
し
た
。
太

陽
光
発
電
設
備
な
ど
ス
マ
ー

ト
ハ
ウ
ス
関
連
機
器
に
加

え
、
省
エ
ネ
の
住
宅
設
備
機

器
も
搭
載
。
年
間
の
光
熱
費

を
築

年
の
一
般
住
宅
と
比

べ
て
約

万
円
削
減
で
き

る
。
価
格
は
一
坪

約
３
・

３
平
方

あ
た
り

万
円

か
ら
。
建
て
替
え
を
検
討
す

る
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
、
初
年
度
１
４
０
０
棟
の

販
売
を
目
指
す
。

　
パ
ル
フ
ェ
は
基
幹
商
品
に

な
り
、
４
月
に
発
売
し
た
ス

マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
進
ス
マ
ー

ト
ハ
イ
ム
の
機
能
を
加
え
、

さ
ら
に
省
エ
ネ
性
の
高
い
節

水
型
の
便
器
や
キ
ッ
チ
ン
な

ど
を
取
り
入
れ
た
。

　
室
内
に
は
１
、
２
階
に
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
式
の
集
中
型
冷

暖
房
ユ
ニ
ッ
ト
を
置
き
、
全

室
の
空
調
を
快
適
に
管
理
で

き
る
「
新
快
適
エ
ア
リ
ー
」

を
設
置
し
た
。
エ
ア
コ
ン
を

使
わ
ず
に
屋
内
の
温
度
差
を

少
な
く
さ
せ
た
。

大
学
を
推
進
役
に

　
▽

「
ス

マ
ー
ト
グ
リ

ッ
ド

次
世

代
電
力
網

は
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
法

に
な
る
」
と
真
剣
に
語
る
の

は
清
水
建
設
副
社
長
の
吉
田

和
夫
さ
ん
。
環
境
に
優
し
い

社
会
基
盤
の
構
築
に
力
を
注

ぐ
考
え
を
示
す
。

　
▽

中
部
大
学
と
共
同

で
、
中
部
大
生
命
健
康
科
学

部
で
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の

実
証
実
験
を
始
め
た
。
「
省

エ
ネ
を
進
め
る
こ
と
で
中
部

大
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
な

る
」
と
大
学
の
発
展
へ
の
貢

献
を
主
張
す
る
。

　
▽

ま
た
「
ス
マ
ー
ト
グ

リ
ッ
ド
を
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体

に
広
げ
、
日
本
の
大
学
を
リ

ー
ド
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待

す
る
。
同
社
の
ス
マ
ー
ト
グ

リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
の
推
進
役

と
し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
に
も

有
効
な
機
能
を
求
め
る
。

名
古
屋

　☆ ２０１２年 平成２４年 ７月５日 木曜日 　　 （ ）

再
生
エ
ネ
買
い
取
り
　
　

　太
陽
光
発
電
　　

　京
都
で
開
始
　　

大
　
林
　
組

　
大
林
組
は
４
日
、
京
都
府

久
御
山
町
で
太
陽
光
発
電
事

業
を
始
め
た
と
発
表
し
た
。

同
町
に
あ
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

の
物
流
倉
庫
の
屋
根
に
敷
設

し
た
発
電
施
設
を
利
用
し

た
。１
日
に
発
電
を
始
め
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全

量
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

を
適
用
し
た
初
の
案
件
と
な

る
。
大
林
組
は
今
後
も
複
数

カ
所
で
発
電
事
業
を
行
う
計

画
で
、
同
事
業
を
新
た
な
収

益
の
柱
に
育
て
る
。
全
量
固

定
価
格
買
い
取
り
制
度
制
度

に
よ
る
売
上
高
は
、
年
間
約

４
０
０
０
万
円
を
見
込
む
。

　
久
御
山
物
流
セ
ン
タ
ー
の

屋
根
上
約
１
万
３
０
０
０
平

方

に
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
を

４
３
２
０
枚
敷
設
。
発
電
容

量
は
９
８
２

で
、
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
製
の
多
結
晶
シ
リ

コ
ン
電
池
を
使
用
し
た
。
自

社
開
発
の
監
視
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経

由
で
運
転
を
遠
隔
地
か
ら
無

人
で
管
理
で
き
る
。

　
大
林
組
は
年
度
内
に
栃
木

県
真
岡
市
で
も
１
３
８
０

の
大
規
模
太
陽
光
発
電
所

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

を
建
設

す
る
計
画
。
太
陽
光
発
電
設

備
の
施
工
と
と
も
に
、
発
電

事
業
に
も
力
を
入
れ
る
。


